
大田区鉄道・都市づくり課 令和４年１月26日

池上地区の「景観整備」
を考えるために
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まちづくりガイドライン振り返り
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平成30年11月に策定した池上地区まちづくりガイドラインにおいて、
景観形成に特に関わりのある項目は、以下の赤枠の部分です。



まちづくりガイドラインの中の
景観に関連するキーワード
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・１階のにぎわい

・お店の個性が通りに滲み出す

・共通のデザインで通りに一体感を持たせる

・和風のしつらえ／本門寺と縁辺部の連続性

・本門寺ライトアップ、象徴的で美しい夜の風景

・木のぬくもり、寺や風鈴などの音、樹や花の香り



「景観整備のあり方」の内容案
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➀検討範囲案

➁景観形成の方針イメージ

➂景観形成の基準イメージ

➃活用を検討する制度



➀検討範囲案
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【区分】
Ａ：新参道
Ｂ：旧参道
Ｃ：その他

【全体】池上地区
グランドデザイン
の対象範囲

こ
※
ぇ

こ※ 今回の検討対象



➁景観形成の方針イメージ
～ まちづくりガイドラインを踏まえて ～
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●池上を代表する名所として風格を大切にする
ため、門前として形成された街並みを守り・
育み・受け継ぐ。

●旧参道は、歴史的な趣と賑わいの感じられる
街並みを形成する。

●新参道は、本門寺の玄関口として、顔となる
街並みを形成する。



➂景観形成の基準イメージ
～ まちづくりガイドラインを踏まえて ～
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配置
・旧参道、新参道沿道の建物は、歩行空間に建物の正面を配置し、店舗の

 にぎわいが道路に拡張するようにする。

規模・高さ
・池上通り～呑川沿道の住宅地では、本門寺を見下ろすような高さの建物

 は避ける。

形態・意匠・

色彩

・池上本門寺の寺町として、風格を感じる色彩・形態にする。

・商店のファサードデザインは、お寺の門のように中が見え、外部空間

 と自由に行き来できるファサードとする。

・外壁の一部を板塀にするなど、池上本門寺の印象が街全体に広がるよう

 に外壁との連続性を確保する。

・暖簾を統一し、和傘などの装飾を設けることで、寺町の情緒を演出

 する。

・池上地区としてテーマカラーを設定する。

公開空地・

外構・緑化

・戸建てやマンション等の私有地においても生垣や植栽、庭木などを用い

 て隣接敷地と調和させ、連続性を創出する。

・緑視率を高め、住む人、訪れる人、働く人たちの居場所として、心地

 よい、憩える空間を形成する。
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景観形成の基準イメージ①【参考イメージ】

【配置】

〇旧参道、新参道沿道の建物は、歩行空間に建物の正面を配置し、店舗の

にぎわいが道路に拡張するようにする。

千葉県成田市

【規模・高さ】

〇本門寺を見下ろすような高さの建物は避ける。
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景観形成の基準イメージ②【参考イメージ】

【形態・意匠・色彩】

〇池上本門寺の寺町として、風格を感じる色彩・形態にする。

岐阜県 高山市

石川県 金沢市 千葉県 成田市
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景観形成の基準イメージ③【参考イメージ】

【形態・意匠・色彩】

〇商店のファサードデザインは、お寺の門のように中が見え、外部空間

と自由に行き来できるファサードとする。

池上 旧参道

千葉県 成田市

川越市 一番街商店街

千葉県 成田市
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景観形成の基準イメージ④【参考イメージ】

【形態・意匠・色彩】

〇外壁の一部を板塀にするなど、池上本門寺の印象が街全体に広がるように

外壁との連続性を確保する。

〇暖簾を統一し、和傘などの装飾を設けることで、寺町の情緒を演出する。

千葉県 成田市

池上 旧参道

千葉県 成田市

千葉県 成田市
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景観形成の基準イメージ⑤【参考イメージ】

【形態・意匠・色彩】

〇池上地区としてテーマカラーを設定する。(マンセル値や素材を揃える)

静岡県 松崎町

出典：松崎町景観形成デザインガイドライン概要版

出典：札幌の景観色70色
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景観形成の基準イメージ⑥【参考イメージ】

【公開空地・外構・緑化】

〇戸建てやマンション等の私有地においても生垣や植栽、庭木などを用いて

近隣敷地と調和させ、連続性を演出する。

〇緑視率を高め、住む人、訪れる人、働く人たちの居場所として、心地

よい、憩える空間を形成する。

出典：足立区景観デザインガイド

出典：臼杵市景観形成ガイドライン



➂景観形成の基準イメージ図
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基準がない場合



➂景観形成の基準イメージ図
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色彩基準がある場合



➂景観形成の基準イメージ図
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配置・形態・色彩・意匠基準がある場合



➂景観形成の基準イメージ図
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配置・形態・色彩・意匠・外構・緑化基準がある場合



➃活用を検討する制度
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景観法【大田区景観計画
／景観形成重点地区】

・大田区では、大田区景観計画を
策定しています。

・景観形成の推進が望まれる地区
や景観まちづくりへの関心が高
い地区などにおいては、独自の
景観づくりの目標や方針を定め
ることにより、景観形成重点地
区に指定することができます。

※南北崖線（池上本門寺周辺及び
山王周辺）は景観形成重点地区
等の追加指定を検討する地区と
しての位置づけがあります。



19

④ 活用を検討する制度
【その他のまちづくり制度】

〇 区ではその他まちづくり制度として下記の制度があります。
地区計画や建築協定は法的拘束力が強く実効性は高いが、財産権の
制限が生じるため地域住民の意見を十分に反映する必要があります。

○ 地区まちづくりルールは、拘束力は比較的弱く、地域の自主的な
取り決めで誘導できる仕組みもあります。
（山王まちづくりルール等）


